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は じ め に
土 壌 動 物 群 集 は 生 態 系 の 分 解 系 に お い て 重 要 な 役 割 を 果 た し 、 ま た 、 分 解 系 の 健
全 さ を 指 標 す る も の と し て も 注 目 さ れ て い る 。 日 本 国 内 で は 人 為 的 環 境 変 化 と 土
壌 動 物 群 集 と の 関 係 を 取 り 扱 っ た 多 く の 先 行 研 究 が あ る が 、 熱 帯 地 域 で は 基 礎 的
群 集 調 査 が 行 な わ れ て い る 段 階 で 、 こ の よ う な 人 為 的 な 環 境 変 化 と 土 壌 動 物 群 集
と の 関 係 を 扱 っ た 研 究 例 は 少 な い 。 本 研 究 は マ レ ー シ ア 、 サ パ 州 の ダ ル マ コ ッ ト
森 林 保 護 区 を 調 査 地 と し 、 林 木 の 伐 採 を 主 体 と し た 人 為 的 な 撹 乱 が 土 壌 動 物 群 集
に ど の よ う な 影 響 を 与 え て い る か を 解 析 し 、 土 壌 動 物 の 多 様 性 を 基 準 と し た 森 林
の 評 価 を 行 な う と と も に 、 人 為 的 撹 乱 を 適 切 に 指 標 す る よ う な 種 あ る い は グ ル ー
プ を 抽 出 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
方 法
ダ ル マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 内 に 植 生 班 に よ っ て 設 営 さ れ た 10 ケ 所 の サ イ ト に お い
て 2 0 0 3 年 9 月 27 日"-' 1  0月 7 日 の 期 間 に 土 壌 動 物 群 集 の 調 査 を 実 施 し た 。 こ の
10 ケ 所 の サ イ ト は 自 然 林 、 商 業 森 林 、 伐 採 時 期 の 異 な る い く つ か の 択 伐 林 を 含
ん で い る 。 調 査 は 2 種 類 の 方 法 で 行 っ た 。 す な わ ち 大 型 土 壌 動 物 群 集 を 調 査 す る
た め の ハ ン ド ソ ー テ ィ ン グ 法 と ダ ニ 、 ト ビ ム シ な ど の 土 壌 小 型 節 足 動 物 群 集 を 調
査 す る ツ ル グ レ ン 法 で あ る 。
大 型 土 壌 動 物 群 集 の 調 査 で は 各 サ イ ト 内 に 4 0 m の ラ イ ン を 設 定 し 、 1 0 m ご と
に 5 ケ 所 2 0 c m 四 方 の 方 形 枠 を 設 置 し た 。 各 方 形 枠 ご と に リ タ ー と 1 5 c m ま で の
土 壌 と を 区 別 し て 採 取 し 、 数 時 間 以 内 に ハ ン ド ソ ー テ ィ ン グ を 実 施 し て 動 物 を 採
集 し た 。
小 型 節 足 動 物 群 集 の 調 査 で は 各 サ イ ト 内 に 4 5 m の ラ イ ン を 設 定 し 、 円 筒 型 の 土
壌 コ ア 採 集 器 を 用 い て 5 m ご と に 10 個 の リ タ 一 層 を 含 む 100c の 土 壌 サ ン プ ル を
採 集 し た 。 採 取 し た サ ン プ ル は 宿 舎 内 で ツ ル グ レ ン 装 置 を 用 い て 動 物 を 抽 出 し た 。
採 集 、 抽 出 さ れ た 動 物 標 本 は ア ル コ ー ル で 固 定 ・ 保 存 し た 。
結 果
大 ま か な 傾 向 を 掴 む た め に サ イ ト N o .2 ( 自 然 林 ) 、 4 ( 択 伐 林 ) 、 9 ( 商 業
林 ) の 3 地 点 の 大 型 土 壌 動 物 群 集 の 結 果 を 下 表 に 示 す 。 シ ロ ア リ 、 ア リ 、 な ど は 、
大 き な 営 巣 場 所 を 作 り 、 有 機 物 を 急 速 に 分 解 し た り 、 他 の 動 物 を 捕 食 し た り す る
こ と で 、 熱 帯 生 態 系 に 与 え る 効 果 が 大 き い と さ れ る 。 今 回 の 調 査 で は 大 型 土 壌 動
物 全 体 の 個 体 数 は 、 自 然 択 伐 商 業 の 順 だ が ア リ ・ シ ロ ア リ の 値 を 除 外 す る と こ れ
と は 全 く 逆 の 傾 向 に な っ た 。 多 様 度 指 数 は 個 体 数 と は 逆 に 自 然 < 択 伐 < 商 業 と な
っ た が こ れ も ア リ ・ シ ロ ア リ の 値 を 除 外 す る と デ ー タ の 開 き が 少 な く な っ た 。 ア
リ 、 シ ロ ア リ の 調 査 で は 、 大 面 積 の ラ イ ン ト ラ ン セ ク ト や 、 巣 の 分 布 調 査 な ど を
付 随 し て 行 う こ と が 多 い の で 、 そ れ ら を 含 め た 検 討 が 必 要 か も し れ な い 。 ま た 、
ほ ぼ 同 じ 標 高 で の 比 較 な の で キ ナ バ ル 山 で の よ う な 大 枠 で の 群 集 の パ タ ン の 変 化
(I T O  et a1. 2002) は 見 ら れ な か っ た 。 今 後 小 型 節 足 動 物 の 同 定 を 行 う 予 定 で あ
る 。
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表 ダルマコット森林保護区3地点における大型土壌動物群集の調査結果。
個体数の値は平方メートル当たりに換算。
No.2 No.4 No.9 
自然木 95年択t 商業材
個体数 1925 1025 850 
アリ・シロアリ以外の個体数 610 790 830 
総出現群数 24 24 26 
多様性(log{1/D)) 0.337 0.948 1.187 
アリ・シロアリ以外の多様性 1.086 1.048 1.15 
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